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(2) 項目別指摘率の特徴

＊この(2)の文章で、※印を付けた用語については、第４章 研究のまとめと今後の課題のP.32に説明をま

とめて掲載しています。

ア 言語

(ｱ) 聞く（図(2)－１、(2)－２)

指摘率が最も高い項目は､小学生では｢話し

合いについていけないことがしばしばある｣

(73％)、中学生では「相手の話を聞いていな

いことが多い」(55％)です。

「話し合いについていけないことがしばし

ばある」は、中学生も49％で２番目に多く、

これらは、聴覚的な認知の弱さによるか、欠
※

席が多いために話し合いに参加できないから

と考えられます。

また、「指示内容が複数の場合、まごつい
図(2)－１

たり周りを見て行動することが多い」も半数

以上の児童が指摘されています。

(ｲ) 話す（図(2)－３、(2)－４)

小学生の指摘率はこの分野では全般に低く、

高くても27％であるのに比べて 中学生が、 「的

確なことばを見つけられなかったり、詰まっ

たりすることが多い」 「話題に偏りが(36％)

あったり、筋道なく思いつくまま語を並べて

話す」(42％)の２項目が高くなっています。

「助詞の誤りが目立つ話し方をする」は、

小学生には見られないのに、中学生には６％と 図(2)－２

少ないですが見られます。

図(2)－３ 図(2)－４

小学生　言語　聞く 0% 20% 40% 60% 80%

場や状況を理解し、語に込められた
ニュアンスを感じ取れないことが多い　

指示内容が複数の場合、まごついたり
周りを見て行動することが多い　　　　

聞いたことがなかなか記憶できない　　

相手の話を聞いていないことが多い　　

話合いについていけないことがしばし
ばある　　　　　　　　　　　　　　　

中学生　言語　聞く 0% 20% 40% 60% 80%

場や状況を理解し、語に込められた
ニュアンスを感じ取れないことが多い　

指示内容が複数の場合、まごついたり
周りを見て行動することが多い　　　　

聞いたことがなかなか記憶できない　　

相手の話を聞いていないことが多い　　

話合いについていけないことがしばし
ばある　　　　　　　　　　　　　　　

小学生　言語　話す 0% 20% 40% 60% 80%

会話がやりとりにならず、一方的に話
す　　　　　　　　　　　　　　　　　

特定の音が不明瞭である　　　　　　　

助詞の誤りが目立つ話し方をする　　　

的確なことばを見つけられなかった
り、詰まったりすることが多い　　　　

話題に偏りがあったり、筋道なく思い
つくまま語を並べて話す　　　　　　　

中学生　言語　話す 0% 20% 40% 60% 80%

会話がやりとりにならず、一方的に話
す　　　　　　　　　　　　　　　　　

特定の音が不明瞭である　　　　　　　

助詞の誤りが目立つ話し方をする　　　

的確なことばを見つけられなかった
り、詰まったりすることが多い　　　　

話題に偏りがあったり、筋道なく思い
つくまま語を並べて話す　　　　　　　
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(ｳ) 読む（図(2)－５、(2)－６)

「文章の内容を把握できない」は、多数が

困難を指摘されていますが(小学生45％、中学

生52％)、文章内容の把握は、言語に関する様

々な力の総合を必要とするから、と考えられ

ます。

小学生も中学生も、「一字一字は読めるが、

たどり読みであったり、順序を読み違えてと

ばしたり戻ったり、混乱することが多い」の

項目が、指摘率はそれほど高くはありません

(小学生36％、中学生24％)が、どちらも２番

目に多い項目です。ＬＤに見られる視覚認知
※

の弱さが背景にあるかもしれません。 図(2)－５

(ｴ) 書く（図(2)－７、(2)－８)

小学生では、「 、 『 』『 』促音や拗音 助詞 は を

『へ』などを適切に使えない」 「 だ(36％) 『

から 『けれども』などの接続詞を適切に使』

えない」(45％)の２項目が比較的高くなって

います。それに比べて、中学生では「漢字の

点画を間違ったり、類似の字を書いたり、ア

ルファベットの文字に混同がある あ」 「(52％)

る程度まとまりのある文章が書けない」(58％)

が高いのが特徴です。聴覚や視覚認知面での
図(2)－６※

困難がこれらの特徴に影響している可能性も

うかがわれます。

図(2)－７ 図(2)－８

小学生　言語　書く 0% 20% 40% 60% 80%

基本的な漢字を習得していないのに、
難解な漢字を使う　　　　　　　　　　

促音や拗音、助詞｢は｣｢を｣｢へ｣などを
適切に使えない　　　　　　　　　　　

｢だから｣｢けれども｣などの接続詞を適
切に使えない　　　　　　　　　　　　

漢字の点画を間違ったり、類似の字を
書いたり、鏡文字を書くことがある　　

ある程度のまとまりのある文章が書け
ない　　　　　　　　　　　　　　　　

中学生　言語　書く 0% 20% 40% 60% 80%

基本的な漢字を習得していないのに、
難解な漢字を使う　　　　　　　　　　

促音や拗音、助詞｢は｣｢を｣｢へ｣などを
適切に使えない　　　　　　　　　　　

｢だから｣｢けれども｣などの接続詞を適
切に使えない　　　　　　　　　　　　

漢字の点画を間違ったり、類似の字を
書いたり、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄに混同がある　　　

ある程度のまとまりのある文章が書け
ない　　　　　　　　　　　　　　　　

小学生　言語　読む 0% 20% 40% 60% 80%

促音や拗音、助詞｢は｣｢を｣｢へ｣などを
読み違える　　　　　　　　　　　　　

一字一字は読めるが、たどり読みで
あったり、順序を読み違えてとばした
り戻ったり、混乱することが多い　　　

行をとばしたり、語を付け加えたりし
て読む　　　　　　　　　　　　　　　

基本的な漢字を習得していないのに、
難解な漢字を読む　　　　　　　　　　

文章内容の把握が困難　　　　　　　　

中学生　言語　読む 0% 20% 40% 60% 80%

促音や拗音、助詞｢は｣｢を｣｢へ｣などを
読み違える　　　　　　　　　　　　　

一字一字は読めるが、たどり読みで
あったり、順序を読み違えてとばした
り戻ったり、混乱することが多い　　　

行をとばしたり、語を付け加えたりし
て読む　　　　　　　　　　　　　　　

基本的な漢字を習得していないのに、
難解な漢字を読む　　　　　　　　　　

文章内容の把握が困難　　　　　　　　
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イ 図形・数・日常生活での数に関する力等（図(2)－９、(2)－10、(2)－11）

＊図形･数･日常生活での数に関する力等については調査項目を学年別に作成しています。抽出数が小学

５年生６名、同６年生５名で、学年別に特徴を分析するには少なすぎるので、この分野の小学生の指摘

率は算出せず、グラフも作成していません。

中学生は、この分野全20項目のうち、「百

分率を用いた計算をする 「文章題を読んで」

立式する」等をはじめ、13項目で50％から70

％台の高い指摘率です。中でも、次の６項目

は65％以上です。（「 」円周率の意味理解と計算

（67％ （70％） ）「小数の乗法･除法計算 「分」

数の乗法･除法計算 「多操作計算問」（67％）

題 「変化する数量間の関係の表やグ」（67％）

ラフで表現 「数学の用語･記号･求積」（67％）

の公式の使用」（73％ ））

これらは、日常生活よりもむしろ授業で学

習し習得する項目です。ＬＤ的な空間認知や推
図(2)－９※

論などの面での弱さが学習でのつまずきの背景にあり 不登校等につながったかもしれません、 。

また、不登校等による学習空白が、学習困難を増加させているとも言えます。

日常生活での数に関する力等の項目では を除いて、 、「 」数学の用語･記号･求積の公式の使用

指摘率が比較的低くなっていますが、これは生活の中で学習が補われているからではないかと

考えられます。日常生活で比較的使うことの多

い「空間を表すことば 「乗法九九 「２位数」 」

×（÷）１位数の暗算」の３項目が比較的低い

のも同じ理由によるものと考えられます。

いずれにせよ､この分野の特徴は、早期から

の対応だけでなく､ＬＤ的な特徴に配慮した援

助･指導が必要なことを強く示唆しています。

図(2)－10 図(2)－11

中学生　図形 0% 20% 40% 60% 80%

三角定規・コンパス等の器具で図形を
作図する　　　　　　　　　　　　　　

図形の合同、対称に関して理解する　　

基本的な立体の特徴を理解する　　　　

円周率の意味を理解し、計算に用いる　

～の上に（下に）～の右に（左に）等
の空間を表すことばの意味が分かる　　

中学生　数 0% 20% 40% 60% 80%

乗法九九を暗唱し、整数の乗法・除法の
計算をする　　　　　　　　　　　　　　

約数・倍数を理解する　　　　　　　　　

小数の乗・除法計算をする　　　　　　　

分数の乗・除法計算をする　　　　　　　

２位数×(または÷)１位数の暗算をする　

多操作計算問題を解く（例12×３－45÷
９）　　　　　　　　　　　　　　　　　

一つの数を他の数の積や商としてみるな
ど、関係づけられる　　　　　　　　　　

百分率を用いた計算をする　　　　　　　

変化する数量間の関係を表やグラフで表
す　　　　　　　　　　　　　　　　　　

文章題で､立式する(加法･減法･乗法･除
法)　　　　　　　　　　　　　　　　　

中学生　日常生活での数の力 0% 20% 40% 60% 80%

電話番号の数字を記憶する　　　　　　

時間概念を表すことば(きのう･今日･
あした、より早い･より遅いなど)の意
味が分かる　　　　　　　　　　　　　

日常生活に必要な程度の、おおよその
長さや重さや容積の推測をする　　　　

～から、まで、より、以上、以下、未
満などの数の増減、時間の経過や順序
や比較の表現のためのことばを用いる

数学の用語・記号・求積の公式を用い
る　　　　　　　　　　　　　　　　　
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ウ 実技教科

(ｱ) 音楽（図(2)－12、(2)－13）

中学生は、全５項目が30％から40％台で目立った特徴がありませんが、小学生では､｢鍵盤ハ

ーモニカ、リコーダー等で学年相当の曲を演奏する」が64％もあるのが目立ちます。欠席によ

る学習空白の影響がはっきり現れていることがうかがえます。

演奏、合唱や合奏等この分野の項目は 「表現」や「協調性」等社会性の一面に強く関係し、

ています。その弱さが、不登校等の児童生徒の「社会的、情緒的に未熟」などの性格傾向によ
※

るのか、ＬＤ的な背景をもつものなのか、より詳しい分析が必要です。

※京都府総合教育センター教育資料 昭和63年度第３号「学校教育相談の手引－登校拒否の予防と援助･指導－」P.14

図(2)－12 図(2)－13

(ｲ) 図工・美術（図(2)－14、(2)－15）
図工・美術は、小学生も中学生も指摘率は比較的低くあまり顕著な特徴は見られません。小

学生では が最も高く(27％) 中学生では、 、 、「 、 、 」手指 掌等を十分働かせて 粘土で立体を作る

「 、 、 」彫刻刀 小刀 のこぎり等の道具を危険性を感じさせずに使う が同じく最も高く27％です。

「折り紙 「はさみの使用」」 などの「手先の器用さ」に関係する他の項目を含めて、表現力

の弱さの背景の考察については、音楽と同様に、不登校等の児童生徒の性格傾向やＬＤ的背景
について精査が必要です。

図(2)－14 図(2)－15

小学生　実技教科　音楽 0% 20% 40% 60% 80%

鍵盤ハーモニカ､リコーダー等で
学年相当の曲を演奏する　　　　　

鍵盤楽器を演奏する　　　　　　　

リズムを伴って打楽器を演奏する　

身体表現をしながら歌をうたう　　

他のパートとの協調を意識して合
唱する　　　　　　　　　　　　　

中学生　実技教科　音楽 0% 20% 40% 60% 80%

リコーダー等旋律楽器で学年相当
の曲を演奏する　　　　　　　　　

リズムを伴って打楽器を演奏する　

曲想や気持ちを表現をしながら歌
をうたう　　　　　　　　　　　　

他のパートとの協調を意識して合
唱する　　　　　　　　　　　　　

集中して鑑賞する　　　　　　　　

小学生　実技教科　図工 0% 20% 40% 60% 80%

はさみを使い､直線や曲線に沿っ
て紙を切る　　　　　　　　　　　

折り紙の端を揃えて折る　　　　　

手指､掌等を十分働かせて､ 粘 土で
立体を作る　　　　　　　　　　　

彫刻刀､小刀､のこぎり等の 道 具を
危険性を感じさせずに使う　　　　

見たこと､感じたこと､想像したこ
とを絵に表す　　　　　　　　　　

中学生　実技教科　美術 0% 20% 40% 60% 80%

はさみやカッターナイフを使い､
直線や曲線に沿って紙を切る　　　

紙の端を揃えて折ったり､ 畳 んだ
り､物を包んだりする　　　　 　 　

手指､掌等を十分働かせて､ 粘 土な
どで造形する　　　　　　　　　　

彫刻刀､小刀､のこぎり等の 道 具を
危険性を感じさせずに使う　　　　

見たこと､感じたこと､想像したこ
とを絵に表す　　　　　　　　　　
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(ｳ) 体育（図(2)－16、(2)－17)

体育では、小学生で が45％で高い指摘率ですが、他項目は20か「模倣の運動 「表現運動」」

ら30％台にとどまります。

中学生では少しばらつきが見られ 「 」が49％で比較的高いのを除くと、他は20か、 表現運動

ら30％台ですが 「 」よりも や、 、走の運動 「跳の運動 「器械運動」 「スキップ動作 「模倣の」 」

運動」など協調運動的な身のこなしを要するものが高くなっています。

「表現運動」の高い指摘率についても、音楽、図工、美術と同様に 「表現力」の背景につ、

いて詳しく調べてみることが必要です。

図(2)－16 図(2)－17

エ 社会性・行動（図(2)－18～(2)－23)

小学生では、50％を超える項目がなく、指摘率の高い項目が「机の中、ロッカーの中がとて

も乱雑である 「偏食、過食、少食などが著しい 「物をよくなくしたり、壊したりする」」 」 (３

項目とも45％)で生活習慣の３項目に集中しています。

それに比べて、中学生では50％以上の項目として、授業態度の「学習活動への取り掛かりが

遅い」 「忘れ物が非常に多い」 「教師の声掛(64％)、生活習慣の (55％)が見られ、人間関係の

けや働きかけに対して、過敏であったり攻撃的な反応をしめしたりすることが多い(逆に、答

えようとしなかったり、消極的反応が多い)」も49％あります。認知面でのつまずきを背景と

して、生活年齢が高くなるとともに二次的な課題も重なっている生徒が多いのではないかと考

えられます。

小学生　実技教科　体育 0% 20% 40% 60% 80%

ラジオ体操等､徒手体操　　　　　　　

かけっこ、リレー等の走の運動　　　

幅跳び､ゴム跳び､反復横跳び等の跳
の運動　　　　　　　　　　　　　　

登り棒､鉄棒､平均台､跳び箱等の器械
運動　　　　　　　　　　　　　　　

縄跳び　　　　　　　　　　　　　　

ボールの操作（投げる､受け止める､
渡す､蹴る､ドリブル等）　　　　　　

スキップ動作　　　　　　　　　　　

模倣の運動　　　　　　　　　　　　

表現運動　　　　　　　　　　　　　

ゲーム（鬼ごっこ､ドッジボール､
ポートボール等）　　　　　　　　　

中学生　実技教科　体育 0% 20% 40% 60% 80%

ラジオ体操等、徒手体操　　　　　　

リレー等の走の運動　　　　　　　　

幅跳び、高跳び、反復横跳び等の跳
の運動　　　　　　　　　　　　　　

マット、鉄棒、平均台、跳び箱等の
器械運動　　　　　　　　　　　　　

縄跳び　　　　　　　　　　　　　　

ボールの操作（投げる、受け 止 め
る、渡す、蹴る、ドリブル等）　　　

スキップ動作　　　　　　　　　　　

模倣の運動　　　　　　　　　　　　

表現運動　　　　　　　　　　　　　

ゲーム（バスケット、バレー、サッ
カー等）　　　　　　　　　　　　　
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図(2)－18 図(2)－19

図(2)－20 図(2)－21

図(2)－22 図(2)－23

中学生　社会性　授業態度 0% 20% 40% 60% 80%

席に座っていられないことが目立つ　　　　

おしゃべりが非常に多い　　　　　　　　　

雑音で注意がそれやすく､持続が難しい　　

学習活動への取り掛かりが遅い　　　　　　

視写や作業が極端に遅い　　　　　　　　　

ぼーっとしている時間が多い　　　　　　　

他生徒へのちょっかいが多い　　　　　　　

授業と無関係なことに没頭することが多い　

質問への的外れな答えが多い　　　　　　　

手悪さをしばしばする　　　　　　　　　　

小学生　社会性　授業態度 0% 20% 40% 60% 80%

席に座っていられないことが目立つ　　

おしゃべりが非常に多い　　　　　　　

雑音で注意がそれやすく､持続が難しい　

学習活動への取り掛かりが遅い　　　　

視写や作業が極端に遅い　　　　　　　

ぼーっとしている時間が多い　　　　　

他児へのちょっかいが多い　　　　　　

注意をひこうとする振る舞いが多い　　

質問への的外れな答えが多い　　　　　

手悪さをしばしばする　　　　　　　　

小学生　社会性　人間関係 0% 20% 40% 60% 80%

相手の嫌がる発言や行動が多い　　　

他児への強いタッチやけんかが多い　

いつも独りでいて､友達と口をきくこと
が少ない　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教師の問いかけに答えようとしない　　

教師の働きかけに口ごたえが多い　　

小学生　社会性　生活習慣 0% 20% 40% 60% 80%

忘れ物が非常に多い　　　　　　　　　　

遅刻が多い　　　　　　　　　　　　　　　　

机の中、ロッカーの中がとても乱雑で
ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

偏食、過食、少食等が著しい　　　　　　

物をよくなくしたり、壊したりする　　　　

中学生　社会性　生活習慣 0% 20% 40% 60% 80%

忘れ物が非常に多い　　　　　　　　　　

他の生徒よりワンテンポ遅れる行動
が多い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

机やロッカーの中が乱雑で、物の 紛
失や、損傷が多い　　　　　　　　　　　　

身だしなみに極めて無頓着である　　

偏食、過食、少食などが著しい　　　　

中学生　社会性　人間関係 0% 20% 40% 60% 80%

相手の嫌がる発言や行動が多い　　　

他生徒への強いタッチ､トラブル、け
んかが極端に多い　　　　　　　　　　　　

教師の働きかけに対して､過敏 、 攻
撃的な反応が多い　　　　　　　　　　　
(逆に､消極的反応が多い)　　　　　

話題が偏ったり、流れに合わない 応
答が多い　　　　　　　　　　　　　　　　　　

独りでいることが多く、友達と口をあ
まりきかない　　　　　　　　　　　　　　　　


